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WebCTを 活 用 した 「情報科 教育法」 の実践報告

文学部附属中等教育学校

吉 田 信 也

1.WgbCTの 活用

1.1.WobCT活 用の理由

情報科教 育法 において は,ITを 教 育へ有 効 に活用で きる能力の育成 が不可欠であ る。 そのたあ には,

ITが どのよ うに教育 に活 か され てい るのかを,講 義 にお いて学生 自身 が ソア ルに体験す る ことが大 い

に有効で あ る。 そ こで,講 義 の補助 と して利 用で きる ε一leami皿gシ ステムwεbCTを 活用す る ことに

した。 講義 の様 々な場 面でWebCTに 触れ ることで,学 生 がITの 有用性 を実感 し,情 報活用 能力 を伸

ばす ことが で きると考 えた。

また,W曲CTはWebベ ー スであ るので,講 義以外 の時間で も自宅 な どか らWgbCTを 利用 して学

習す ることがで きる。 したが って,予 習 ・復 習を 自分のペースで行 う こと も可能で あ り,何 らか の事情

で講義 を休 んだときの フォロ・一も簡単 であ ることか ら,WebCTIを 活用 して講義 を展開 する ことに した。

1.2,W已bCTを 活用 した講義 の目標

講義でWebCTを 活 用す るにあた り,目 標 を以下 のように設 定 した。

m講 義 の レジュメや資料 をWebCT上 にア ップ し,学 生が様々 斌場所か ら講 義の コ ンテ ンツに アクセ

スで きるよ うにす る ことで,講 義へ の関心 を高 め,理 解度 を深 める

㈲ テス、卜機能な どを利用す ることで,学 生の理解度 を確 認 しな力坊,よ りわか りやすい講義 を展開す る

〔31WebCT上 において動 画を利用 す る ことで,ビ ジュアルな わか りやす い講義 を行 い,学 生 の 自己評

価 に も利用で きるよ うにす る

ω レポー ト管理機能 を利用 して レポー トの完全 デ ジタル化を行 い,提 出後 の活用や学生 への フィー ド

バ ックを容易 にす る とともに,レ ポー トの提 出期 間の厳守お よび提出の確認 を確実 にす る

2.実 践内容

ここでは,2003年 度 「情報科教 育法1・II」 の実践 内容(2⑪04年1月10日 現在)に ついて報告 する。

なお,WebCTは 高 機能 なe-1。離nin言 システムであ るが,今 回 の実践で は,学 生 を眼前 に した通常 の講

義の補 助 システムとして利用 した。

2.1.講 義 の レジュメ ・資料 の提示

WgbCTの 利 用を始 めてか らは,毎 回の講義 レジュメや資料 を,WobCT上 に ア ップ し,ダ ウ ンロー

ドで きるよ うに した。 フ ァイルの形式 はPDFに して,ど のよ うな環境 で も閲覧可能 なよ うに配慮 した。

HTML形 式の方が軽 くて汎 用性 もあ るが,画 面上 で見 た り印刷す ると きの レイァウ トの美 しさか ら,
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PDF形 式 を選択 した。

講義前 に レジュメや資料 をWebCT上 におき,

講義中にプロジェクタでホワイ トボー ド上に レジュ

メ ・資料を映写 し,そ の画面 に説明や補足 を書 き

入れなが ら講義 を進 めた。 こ うす ることで,学 生

にと つて はどの部 分 にっ いて講義 されて いるかが

はっきりす るとと もに,教 師 にと って はポイ ン ト

のみの書 き込みでよ いので,板 書 に時間を と られ

ないですむ。 また,学 生 も配 布 した レジュメにポ

イ ン トを書 き込 む ことで講義 ノー トがで きあが る

ので,集 中 して話 を聴 くことがで きる。

さ らに、教育実習 などで講義を休ん だ学生 も,

自宅か ら レジュメや資料を見て講義 内容を学習 し,

図1講 義 の レジ ュ メ ・資 料 ・レポ ー ト

その後 に確 認 テス トを自宅 か ら行 うことで理解度 を

チェックで きた.こ のように,欠 けた講義 の内容を各自で学 習 してお くことも,簡 単にで きるよ うになった。

2.2,プ レテ ス ト・確認 テス ト

WebCTが もって いるテス ト機能 を利用 して,

プ レテス トおよ び確認 テス トを実施 した。 これ

は,選 択解答 形式であれば,比 較的簡 単 に問題

や解答を作成 す ることがで き,テ ス、トを実 施 し

た後の採点 や正答 率な どのデー タ算出 は自動で

行 われ る もので ある。

講義の始めに プ レテス トを行 って,学 生 の知

識が不足 してい る箇所 を把握 した。その後,す

ぐに算 出 され る正 答率を見なが ら,学 生 の弱い

部分 に重 点をおいて講義 を行 った。

確認 テス トで は,講 義の後 で全 問正解 にな る

まで テス トを繰 り返 し行わせた。 正答の ほかに

。憩 ト醇,瑚1惰 咽顛 示

国

現旺時副3叩{年L月u[ゴ 午世塒r可r諦

図2テ ス ト機能

解説も表示することで,学 生が間違って もその理由がわかるようにしておいた。

複雑な記述 ・論述形式のテス トの作成は難 しいが,選 択解答形式で目的をしぼった使い方であれば,

十分に利用価値がある。

2,3.レ ポ ー ト管理機能

「情報科教 育法」の評価 は レポー トで行 うので,か な りの回数 の レ駅一 ト提 出を課 す。後 の利用 を考

えて,レ ポー トはすべ てデ ジタルデータとす ることに したので,WebCTの レポー ト管理機 能 を利用す
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ることに した。 これ は,提 出期限をす ぎると提

出で きな くす ることが可 能で あ り,提 出 した学

生の把握 が容易 にで きるので便利であ る。学生

に とって も,Webを 利 用で きる環境 で あれば

ど こか らで もレポー トが提出 できるの で,期 限

ぎりぎりまで 自宅 などで レポー トを作成 して提

出す ることがで きる。

2.4.プ レゼ ンテー シ ョンでの利用

提出 した レポー ト・フ ァイルを基 に学生が プ

レゼ ンテー シ ョンを行 う際 に も,WθbCTを 利

用 した。提 出 された ファイ ルがWebCT上 で一

図3レ ポー ト管理機能

括管理 されてい るので,そ の ファイル にアクセ スす るHTMLフ ァイルを作 ってお くと,学 生 は特別 に

意識 しな くて もフ ァイルを開 いてプ レゼ ンテー ションを行 うことがで きる。

また,他 の学生が行 ったプ レゼ ンテー ションフ ァイルを講義以外の時間で も見 ることがで きるので,

優秀 なプ レゼ ンテー ショ ンファイルを参考 に して,よ りよい ものを作成す る ことがで きる。

2,5.動 画の活用

学生 のプ レゼ ンテ ー一シ ョンの様子 をデ ジタル ビデオで記録 し,コ ンピュー タに取 り込ん でmp曙1形

式 に変換 してWebCTサ ーバ にア ップす ることで,学 生が 自由に見 ることがで きるように した.一 度プ

レゼ ンテー ションを行 づた後 で,学 生 は自分 のプ レゼ ンテー ションの ビデオを見て,自 分 の発表を客観

的 に評価す る ことがで きる。

このよ うな動画 によ るフィ・一ドバ ックを行 うことで,次 回 か らのプ レゼ ンテー ション技術 の向上 に役

立 っと期待 され る。 また,よ いプ レゼ ンテー ションを繰 り返 し見 ることによ り,プ レゼ ンテ・一ションの

方法 に関す る講義 内容 の具体 化 ・視覚化 を行 うこともで きた。

ただ し,動 画専用 のサーバ(ス トリー ミングサーバ)が 設置 されていなか ったので、学外か らはスムー

ズに再生す るこ とがで きず,学 内だけの利用 にな ったこ とは残念であ った。

2.6.デ ィスカ ッシ ョンルーム

WebCT上 のデ ィスカ ッションル ーム(掲 示板機能)も 、場 面によ って は有効 であ る。 まず、 前期の

教科書の比較検討 の際 に利用 した ときは,以 下の ような流れであ づた。

{D教 科書 比較 にっ いて講義

佗}そ れを基 に,各 自が2っ の教科書 の比較検討を行 い、 レポー トで提出

㈹ 代表的な しポ ー トを ま とめ,そ れ を基 に再度,そ れぞれの教科書の特徴 にっいて講義

四 レポー トと講義を参考 に して,各 自の意見を デ ィスカ ッションル ームに書 き込み,議 論 す る
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これ は初めての試みで あ ったが,学 生 は書 き

込むために意見を推敲 してまとめる必要 があ り,

講義 の内容の理解が深 まった ようだ。

また,後 期 の仕上 げの総合実習 は,グ ループ

で課題を決め て共同作業 を行 うのであ るが,そ

の際 にグルー・プ ごとにディス カ ッシ ョンルーム

を設 け,グ ル ープの連絡 や進行状況の チェ ック

などに利用す るよ うに した。 ただ し,本 稿執筆

の時点で は作業が始 まったばか りであ り,そ の

効果 のほどは不明であ る。

図 叫 デ ィスカッションルーム機能

2,7.カ レンダー ・メール

講義の予定や レポー トの締め切 りなど,講 義 に関係 のある事柄 をWebCT上 の カ レンダーに書 き込 み,

学生 に公開 した.こ れ を見ることで,学 生 は予定が立てやす くな った。講義 は生 き物 なので、年 度当初

の講義予定が変更 になること もあ ったが,随 時,変 更 され た予定を書 き込む ことで対応で きた。

また,WebCTの メールで様 々な連 絡を行 った り,資 料を添付 して配布す る こと も行 ウた。Web上 で

読 み書 きで きる このメー一ル シス、テムは,登 録 された受講者 に一斉に送 ることもで きて便利であ る。

3.成 果

3.1.講 義 のわか りやすさの向上

WebCTに ア ップ した レジュメをホ ワイ トポー ドに投影 して講義 に利 用す る ことで,よ り講義 の説明

がや りやす く,わ か りやす くな った。学 生 は印刷 した レジュメだ けで はな く,コ ンピュータの画面上で

カ ラーの レジュメを見 るこ ともで き,よ り理解 しやす くな ったようだ。

また,WεbCT上 の テス ト機能 を利用す ることで,教 師は学 生の理解度をす ぐに把握 で き,そ の結 果

を講義 に生かす ことで,よ り充実 した講義 を行 うことがで きた。学生 も自分の理解不十分な点 を認識 し

て,繰 り返 しテス トを受 ける ことで理解 を深 めたロ

3.2.レ ポ ー トな どの管理性 の向上

レポー トをWebCT上 でデ ジタルデ ータと して提出 させ るこ とにより,提 出期限を厳守 させる ことや,

その後 の学生 への フィー ドバ ックが楽 にな った。 また,優 秀 な レポ ー トをW¢bCT上 で公開す ることに

よ り,学 生が容易 にその レポー トを閲覧す る ことがで き,学 習意欲の向上 にっ なが ったと思われ る。

4.課 題 と展望

4,1.7ア イル操作関係

WebCTは コンピュータに詳 しくな い人で も利用で きるよ うに考え られて い るので,コ ンピュータの
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操作 に慣れて いる者 にとっては煩雑 に感 じられる部 分があ る。何段 階かに分 けて,操 作性 を変 える こと

がで きれ ばあ りが た い。 また,Window5でHTMLフ ァイルを作 ってWobCTサ ーバ にア ップす ると,

文字 化けが生 じる。 文字 コー ドの変換機能 は持 って いるの だが,い ちいち変換 しな ければな らず面倒 で

あ る。

4.2.ビ デオ関係

現 在は,サ ーバ にア ップ した ビデオを学外 か ら見 ようとす ると,コ マ落 ち した り,再 生 で きなか った

りす る。本来,WebCTはe-learningの システムであ り、 ビデオ配信 などを通 じて遠 隔授業 に も利用 さ

れ る。本学 もその方向を 目指すな ら,ス トリー ミングサーパの導入が必 要であ る。幸 いに して,来 年度

まで にWebCT用 のス トリー ミングサーバが導入 され るよ うなので,こ の点 は解決 され るであろ う。

4.3.コ ンテンツの開発

今年度 は,通 常 の講義 の補助 システムと してWebCTを 利用 した。今後 は,そ れ以外 に コンテ ンッを

用意 して,学 生 に 「自己学習力」 をつ けることがで きるよ うな講義 を 目指 したい。

例えば,講 義の前 に読んでお くべ き資料 をア ップ してお き,そ れを前 提 に講義 を進 め ることを毎時間

行えば、大学の単位 認定の本来の姿 に近づ くだろ う。 しか し,そ のために はかな り時 間がかかるこ とが

予想 され るので,教 師の時間的な余裕の確保 が必要 であ る。

4.4.中 等教育での活用

今後 は,附 属中等教育学校 にお けるW已bCTの 活用 を検討 したい と考 えている。情報科,数 学科,英

語科な ど,W已bCTを 利用す るのに適 した教 科 ・科 目 ・内容 を検討 し,括 用 方法の研究 を進ぬた い。特

に,ス トリー ミングサ ーバ溺整備 されれば,英 語科 の ビデオ教材 による授業研究 ・実践 に寄 与で きるの

で はないか と期待 して いる。
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